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叙
勲

中
橋
和
博
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和

5
年
5
月
9
日
に
皇
居
に
て
総
理
大
臣
か
ら
瑞

宝
重
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
一
同
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
橋
先
生
は
、
昭
和
26
年
に
奈
良
県
橿
原
市

で
生
ま
れ
、
昭
和
54
年
に
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
し
、
工
学
博
士

の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
、
航
空
宇

宙
技
術
研
究
所（
現
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
、

J
A
X
A
）
に
奉
職
さ
れ
、
昭
和
63
年
に
は
大

阪
府
立
大
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
5
年
に
は

東
北
大
学
工
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
、そ
の
後
、

平
成
24
年
に
は
J
A
X
A
理
事
兼
航
空
本
部

長
、
平
成
28
年
か
ら
は
航
空
・
鉄
道
お
よ
び
船

舶
の
事
故
調
査
を
行
う
国
の
運
輸
安
全
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

中
橋
先
生
は
、
我
が
国
の
数
値
流
体
力
学

（
C
F
D
）
研
究
の
草
分
け
の
一
人
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
適
合
格
子
細
分
化
法
、
有
限
差

分
法－

有
限
要
素
法
連
携
解
法
、
非
構
造
格
子

法
、
直
交
格
子
法
ベ
ー
ス
のBuilding-C

ube

法
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
独
創
的
な
計
算
手
法

を
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
応
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ま
で
手
が
け
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
1
9
9
0
年
代
後
半
に
開
発
さ
れ
た

T
A
S
コ
ー
ド 

（Tohoku university A
ero

dynam
ic Sim

ulation Code

）
は
、
飛
行
機

ま
わ
り
の
空
気
の
流
れ
を
詳
細
に
再
現
す
る
、

当
時
最
先
端
の
実
用
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
り
、

2
0
0
0
年
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
産
旅
客

機
開
発
や
J
A
X
A
の
次
世
代
超
音
速
旅
客
機

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
空
力
解
析
・
空
力
設
計

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
研
究
室

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
航
空
機
産

業
や
ア
カ
デ
ミ
ア
を
牽
引
す
る
人
材
を
多
く
輩

出
し
て
い
ま
す
。

日
本
航
空
宇
宙
学
会
で
は
、
我
が
国
に
お
け

る
旅
客
機
開
発
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

討
論
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
が

あ
り
、
そ
れ
が
平
成
15
年
の
N
E
D
O
民
間
航

空
機
基
盤
技
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
環
境
適
応
型
高

性
能
小
型
航
空
機
研
究
開
発
」
へ
と
結
び
つ
く

こ
と
に
な
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
東
北
大
学
が
大
学
と
し
て
は

唯
一
の
共
同
研
究
機
関
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
平
成
20
年
に
は
事
業
化
が
決
定
さ
れ
、
平

成
27
年
に
は
初
飛
行
に
成
功
し
て
日
本
中
が
湧

き
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
中
橋
先
生
は

J
A
X
A
の
航
空
本
部
長
と
し
て
、
現
地
で
飛

行
を
見
守
り
、
ま
た
初
飛
行
に
乗
り
込
ん
だ
搭

乗
員
の
1
名
は
中
橋
研
の
卒
業
生
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
国
産
旅
客
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
令
和
5
年
に
撤
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
と
資
産
が
、

今
後
の
航
空
界
の
発
展
と
隆
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

学
会
関
係
で
は
平
成
21
年
に
日
本
航
空
宇
宙

学
会
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
多
く
の
要
職
を

歴
任
し
、
平
成
27
年
か
ら
、
世
界
約
20
の
国
立

航
空
研
究
開
発
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
国

際
組
織
で
あ
る
国
際
航
空
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
I
F
A
R
）
の
議
長
も
務
め
、
国
際
的
な
航
空

研
究
の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
か
ら
務
め
ら
れ
た
運
輸
安
全
委
員

会
で
は
、
委
員
長
と
し
て
約
1
0
0
件
ほ
ど
の

事
故
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
ら
れ
、
陸
海
空
の

交
通
安
全
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

中
橋
和
博
先
生
は
、航
空
宇
宙
工
学
の
発
展
、

本
学
の
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
と
J
A
X
A
の
発

展
並
び
に
教
育
・
科
学
技
術
活
動
、
そ
し
て
運

輸
安
全
行
政
に
尽
く
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
誠
に

顕
著
で
あ
り
ま
す
。
中
橋
先
生
の
瑞
宝
重
光
章

受
章
は
、
本
会
員
に
と
っ
て
も
誠
に
喜
ば
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

中
橋
和
博
名
誉
教
授
が
瑞
宝
重
光
章
を
受
章

流
体
科
学
研
究
所　
教
授　

大
林　
　
茂
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機
械
系
同
窓
会
常
任
理
事

田
沼　
唯
士

（
機
械
工
学
科
53
年
卒
）

2
0
2
3
年
11
月
11
日
土
曜
日
（
14:

00
～

17:

00
）
に
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
主
催
第

6
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
も
の
づ
く
り
技
術
と

教
育
」（
会
場
…
帝
京
大
学
霞
ヶ
関
キ
ャ
ン
パ

ス
）
を
対
面
で
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
申
し
込

み
41
名
、
当
日
参
加
者
35
名
、
交
流
会
（
懇
親

会
）
参
加
者
28
名
で
し
た
。
2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
連
続
で
東
京
幹
事
が
中
心
と

な
っ
て
東
京
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年
、
2
0
2
2
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
切
り
替
え
て
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
継
続
の
歴
史
が
分
か
る
よ
う
に

東
京
講
演
会
初
回
か
ら
の
通
し
番
号
を
冠
し
て

第
6
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
我

が
国
が
2
0
5
0
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
、
機
械
・

精
密
系
の
技
術
者
・
研
究
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
に
お
い
て
脱
炭
素
と
経
済
成
長
を

両
立
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
も
の
づ
く
り
技
術
と

教
育
に
関
し
て
考
え
、
参
加
者
の
交
流
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
当
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

第
6
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る

も
の
づ
く
り
技
術
と
教
育
」
開
催

司
会　

株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク　

鈴
木 

寛 

氏 

（
精
密
62
）

1. 
 

基
調
講
演　
『
岩
手
県
久
慈
市
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
理
念
・
建

設
・
運
用
と
現
在

　

 

― 

東
日
本
大
震
災
復
興
と
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
的
な

事
例 

―
』 

　

 

講
師 

野
間 

毅 

氏
（
東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社
╱
東
北
大
学
環
境
科
学

研
究
科　

機
械
II 

62
）

2.  
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
「
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
も
の
づ

く
り
技
術
と
教
育
」

　
 

モ
デ
レ
ー
タ　

帝
京
大
学
先
端
総
合
研
究

機
構　

 

田
沼 

唯
士
（
機
械
53
）

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　

 

三
菱
重
工
業
株
式
会
社　

総
合
研
究
所         

石
坂 

浩
一 
氏
（
機
械
平
2
）

　

 

東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社　

       

沖
田 

信
雄 

氏
（
機
械
56
）

　

 

産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
立
命
館
大
学         

佐
々
木 

直
哉 

氏
（
機
械
55
）

　

 

東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科 　

       

山
本 

悟 

氏
（
機
械
59
）

　

 

秋
田
大
学　

電
動
化
シ
ス
テ
ム
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー　

榊 

純
一 

氏
（
機
械
53
）

3. 
 

参
加
者
全
体
の
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
参
加

者
全
員
が
5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ

ル
ー
プ
討
論
）

4.　

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
と
め
の
挨
拶　

町
田 

尚 

機
械
系
同
窓
会
会
長
（
精
密
48
）

交
流
会 

（
赤
坂
見
附
の
別
会
場
）

基
調
講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
途
上

の
岩
手
県
久
慈
市
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
た

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
の
野
間
氏

が
久
慈
市
周
辺
の
間
伐
材
を
用
い
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
計
画
と
建
設
・
運
用
に
奔

走
さ
れ
た
経
験
を
基
に
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
計
画
の
段
階

か
ら
機
械
工
学
技
術
者
の
発
想
を
生
か
し
て
、

採
算
性
を
確
保
し
、
併
設
し
た
し
い
た
け
栽
培

施
設
で
の
60
名
の
正
社
員
雇
用
創
出
を
含
む
大

き
な
経
済
効
果
を
久
慈
市
に
も
た
ら
す
成
果
を

上
げ
ま
し
た
。
ま
さ
に
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
例
で
あ
り
、
会
場

か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
や
多
く
の
賛
辞
を
含
む

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
野
間
毅
氏
の
基

調
講
演
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
に
機
械
系
の
技
術
者
ま
た
は
研

究
者
の
観
点
で
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
牽
引
す
る
も
の
づ
く
り
技
術
と
教
育
に
関
し

て
お
話
頂
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

石
坂
氏
（
三
菱
重
工
）
は
、
自
社
に
お
け
る

エ
ナ
ジ
ー
ト
ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「
火

第
6
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
牽
引
す
る
も
の
づ
く
り
技
術

と
教
育
」
開
催

同窓会フォーラム（2023 年 11 月 11 日）のひとコマ
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支
部
開
設
促
進
委
員
会
の
活
動

委
員
会
委
員
長

熊
谷　
則
道

（
機
械
Ⅱ
49
年
卒
、
同
窓
会
副
会
長
）

本
紙
面
を
お
借
り
し
て
こ
れ
ま
で
10
回
開
催

さ
れ
た
委
員
会
で
の
検
討
概
要
を
報
告
し
ま

す
。同

窓
会
の
目
的
は
会
則
に
「
会
員
間
の
親
睦

を
図
り
、
向
上
発
展
を
期
し
、
併
せ
て
母
校
と

の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
仙

台
に
置
く
ほ
か
地
域
別
に
支
部
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
状
で
は
支

部
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
関
係
各

力
発
電
な
ど
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
脱
炭
素
化
」、

「
水
素
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
現
」、「
C
C
U
S

な
ど
に
よ
る
C
O
2
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
現
」

の
取
組
み
に
よ
っ
て
2
0
4
0
年
に
は
排
出

量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
、

M
H
I
高
砂
水
素
パ
ー
ク
で
水
素
製
造
・
貯
蔵
、

そ
し
て
水
素
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
発
電
実
証
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

で
、
水
素
社
会
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
と
力
強

く
話
さ
れ
ま
し
た
。沖
田
氏（
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
）
は
、
ご
自
身
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
「
風
車
・
太
陽
熱
・

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
た
バ

イ
ナ
リ
発
電
に
関
す
る
技
術
開
発
設
備
」
開
発

実
証
事
業
（
環
境
省
補
助
事
業
、
東
芝
、
神
戸

製
鋼
、
慶
応
大
学
の
共
同
実
施
）
に
お
い
て
、

時
間
と
自
然
条
件
で
変
動
す
る
欠
点
が
あ
る
太

陽
熱
と
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
を
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
し
て
、
併
設
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
の
燃
料
供
給
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
安

定
し
た
バ
イ
ナ
リ
発
電
電
力
と
温
水
を
供
給
す

る
シ
ス
テ
ム
の
実
証
を
行
っ
た
成
果
を
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
佐
々
木
氏
（
産
総
研
／
立
命
館
大

学
）
か
ら
は
、「
機
械
工
学
は
精
密
科
学
で
は

な
く
、
思
慮
深
い
経
験
科
学
へ
→
こ
れ
か
ら
の

人
材
に
必
要
な
視
点
」
と
の
問
題
意
識
が
提
示

さ
れ
、「
本
来
、
解
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
解

け
な
い
問
題
や
現
象
」
を
考
え
る
技
術
と
教
育

の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
山
本
氏
（
東
北

大
学
）
は
、2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
「
フ
リ
ー
」

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
数
値
タ
ー
ビ
ン
の

研
究
開
発
（
東
京
電
力
と
の
共
研
）
に
つ
い
て

報
告
し
、
電
力
負
荷
変
動
対
応
型
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
、
将
来
的
に
は
水
素
燃
焼
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の

開
発
に
用
い
ら
れ
る
数
値
タ
ー
ビ
ン
の
解
析
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
榊
氏
（
秋
田
大
学
）
は
、

地
域
の
将
来
を
担
う
世
代
に
社
会
の
問
題
解
決

を
図
る
観
点
か
ら
理
工
分
野
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
の
重
要
性
を
挙
げ
、
特
に
小
中
学

生
の
段
階
か
ら
S
T
E
M
（
科
学
、
技
術
、
工

学
、
数
学
）
の
魅
力
を
伝
え
て
行
く
必
要
性
と

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
秋
田
県
で
行
っ
た

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
町
田
同
窓
会
長
か
ら
、
講
師
と
パ

ネ
リ
ス
ト
へ
の
謝
辞
と
、
今
後
も
同
様
な
同
窓

会
行
事
を
継
続
し
て
行
く
旨
の
ま
と
め
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

6
回
目
と
な
る
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
現
役

世
代
の
出
席
者
が
多
く
、
パ
ネ
ル
討
論
後
の
参

加
者
全
体
の
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
そ
の
後
の
交

流
会
（
懇
親
会
）
で
は
、
出
席
者
の
組
織
に
お

け
る
脱
炭
素
に
関
わ
る
業
務
の
話
等
で
議
論
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
2
0
2
4
年
度
は
、
更

に
若
い
世
代
に
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
頂
け

る
企
画
で
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
継
続
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
6
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る

も
の
づ
く
り
技
術
と
教
育
」
開
催

支
部
開
設
促
進
委
員
会
の
活
動

位
の
尽
力
に
よ
り
同
窓
会
誌
発
行
、
同
窓
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
学
生
会
員
支
援
事
業
等

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
本
全
国
の

卒
業
生
を
結
集
し
同
窓
会
を
さ
ら
に
活
性
化
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
支
部
開
設
は
そ
の
軸
と

な
る
活
動
で
す
。
こ
の
た
め
、
同
窓
会
は
会
員

の
親
睦
に
加
え
、
現
役
学
生
及
び
若
い
卒
業
生

を
経
験
あ
る
会
員
が
支
援
す
る
考
え
か
ら
、
次

の
よ
う
に
支
部
開
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

1. 

支
部
開
設
の
ね
ら
い

卒
業
生
、
現
役
学
生
、
教
員
等
、
広
範
な
職

業
、
年
齢
層
の
会
員
が
集
い
、
知
を
共
有
し
、

啓
発
し
、
切
磋
琢
磨
し
あ
う
こ
と
で
、
機
動
的
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
創
造
的
な
活
動
を
行
な
い
、

機
械
系
の
発
展
を
支
え
、
豊
か
な
社
会
の
形
成

を
目
指
し
ま
す
。
支
部
・
グ
ル
ー
プ
は
同
窓
会

を
推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
特
に
、
学
生
、

若
手
会
員
、
研
究
者
へ
の
将
来
の
活
動
の
布
石

と
な
る
多
様
な
支
援
に
重
点
を
置
き
、
現
役
教

員
と
課
題
を
共
有
し
目
標
に
向
け
連
携
協
調
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

2. 

支
部
及
び
グ
ル
ー
プ
設
置
の
考
え
方

支
部
の
設
置
に
は
活
動
人
材
、
事
務
所
、
資

金
な
ど
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

前
段
と
し
て
企
業
、
同
期
会
等
の
グ
ル
ー
プ
を

軸
に
、
縦
横
の
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
部
地
域
と
し
て
は
当
面
、
東
北
地
区
、
関

東
地
区
、
中
部
・
西
日
本
地
区
及
び
海
外
在
住

卒
業
生
が
多
い
中
国
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

企
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
5
～
6
社
が
活
動
を
開

始
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
理
事

の
方
々
を
通
じ
鋭
意
企
業
グ
ル
ー
プ
設
置
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
講

演
会（
オ
ー
プ
ン
テ
ッ
ク
カ
フ
ェ
等
）、研
究
会
、

技
術
交
流
会
、
就
職
支
援
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ
型
雇
用
対
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

応
）、
卒
業
生
等
若
い
世
代
へ
の
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
）、
親
睦
会
、
同
窓
会
誌
・
Ｈ
Ｐ
へ
の

活
動
報
告
等
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

趣
意
に
ご
賛
同
頂
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

委
員
会
委
員:

村
田　

稔
（
精
密
46
）

渡
辺　

裕
（
機
械
47
）

桑
野
博
喜
（
機
械
Ⅱ
50
）

西
山
秀
哉
（
機
械
52
）

大
崎
弘
志
（
精
密
52
）

田
沼
唯
士
（
機
械
53
）

厨
川
常
元
（
精
密
54
）

若
林
利
明
（
機
械
57
）

熊
谷
則
道
（
機
械
Ⅱ
49
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
准
教
授

松
隈　
　
啓

2
0
2
3
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
7
月
26
日
（
水
）
27
日
（
木
）
両
日
に
、

2
0
1
9
年
か
ら
4
年
振
り
の
従
来
規
模
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
（
昨
年
度
ま
で
は
予
約
制

で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
）。
青

葉
山
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
研
究
室
に
よ
る
研
究

室
公
開
、
片
平
地
区
の
研
究
室
の
ブ
ー
ス
設
営

が
戻
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
記
録
的
猛
暑
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
機
械
系
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
は
両
日
併
せ
て
3
9
1
8
名
の
訪
問

者
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
等
の
活
況
と
な

り
ま
し
た
。
W
G
メ
ン
バ
ー
は
機
械
系
か
ら
は

広
報
推
進
室
長 

平
田 

泰
久
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ

海
外
長
期
出
張
体
験
記

ク
ス
専
攻
）、
奥
山 

武
志
准
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
専
攻
）、
久
谷 

雄
一
准
教
授
（
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
）、
庄
司 

衛
太
准
教
授
（
機
械
機
能

創
成
専
攻
）、野
村 

慎
一
郎
准
教
授（
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
専
攻
）、 

松
隈 

啓
准
教
授
（
フ
ァ
イ
ン
メ

カ
ニ
ク
ス
専
攻
）、
ま
た
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
工

学
専
攻
の
菊
池 

洋
平
准
教
授
、
環
境
科
学
研

究
科
の
佐
藤 

義
倫
准
教
授
お
よ
び
機
械
系
広

報
推
進
室
の
在
原 

裕
美
さ
ん
、
技
術
職
員
の

安
斎 

あ
い
り
さ
ん
、
耿 

錚
さ
ん
、
原
谷 

奈
津

子
さ
ん
か
ら
成
り
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
久
し
ぶ
り

の
通
常
規
模
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

運
営
を
行
い
ま
し
た
。

機
械
・
知
能
航
空
工
学
科
で
は
、
先
述
し
た

研
究
室
公
開
や
研
究
室
の
ブ
ー
ス
設
営
の
ほ

か
、
水
谷 
正
義
先
生
（
医
工
学
専
攻
）、
矢
代 

航
先
生
（
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
）、
平

田 

泰
久
先
生
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
）、
小
林 

広
明
先
生
（
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
）、
田
中 

真

美
先
生
（
医
工
学
専
攻
）、
高
橋 

信
先
生
（
量

子
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
）、
小
俣 

孝
久
先
生

（
環
境
科
学
研
究
科
）
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
講
義
、

機
械
系
試
作
セ
ン
タ
ー
の
主
導
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
、
受
付
で
の
自
前
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
よ
る
研
究
室

案
内
な
ど
、
従
来
通
り
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
新
た
に

導
入
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
案
内

板
も
含
め
て
、
新
し
い
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
よ
り

魅
力
的
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
進
化
も

図
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
導
入
し
た
仮
想

オ
フ
ィ
ス
ツ
ー
ル
R
e
m
o
と
研
究
室
公
開
・

オ
ー
プ
ン
講
義
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
遠

方
の
方
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
系
の
先
生
方

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
准
教
授　

塚
本　
貴
城

（
ナ
ノ
修
平
21
年
修
了
）

2
0
2
3
年
の
4
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、

私
は
工
学
研
究
科
の
若
手
教
員
長
期
海
外
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ザ
ク
セ

ン
州
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
に
位
置
す
る
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー

フ
ァ
ー
研
究
機
構
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ナ
ノ
シ
ス
テ

ム
部
門
（
E
N
A
S
）
に
て
在
外
研
究
を
経
験

し
ま
し
た
。こ
の
約
半
年
間
の
滞
在
は
、終
わ
っ

て
み
れ
ば
と
て
も
短
い
期
間
で
し
た
が
、
多
く

の
貴
重
な
経
験
と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

一
番
最
初
の
関
門
は
、
ビ
ザ
取
得
に
関
す
る

も
の
で
し
た
。
本
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択
が
決

の
オ
ー
プ
ン
講
義
に
つ
い
て
は
、Y

ouTube

の

「
東
北
大
学 

機
械
系Tohoku M

ech Channel

」

に
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
当
日
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
も
含
め
て
御
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
の
ご
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
研
究
室
公
開
、
研
究

室
ブ
ー
ス
の
ご
準
備
、
オ
ー
プ
ン
講
義
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
建

物
・
駐
車
場
関
係
の
整
備
・
整
理
、
来
場
者
の

熱
中
症
時
の
ご
対
応
な
ど
、
教
員
の
皆
様
、
機

械
系
事
務
室
職
員
の
皆
様
、技
術
職
員
の
皆
様
、

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
研
究
室
公
開
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
学
生
の
皆
様
、
休
憩
所
の
ご
提

供
を
い
た
だ
い
た
こ
も
れ
び
カ
フ
ェ
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
、
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

海
外
長
期
出
張
体
験
記
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ま
っ
た
の
が
2
月
で
あ
り
、
3
月
に
は
別
の
海

外
出
張
が
あ
り
、4
月
が
出
発
で
あ
っ
た
た
め
、

東
京
の
ド
イ
ツ
大
使
館
で
の
ビ
ザ
取
得
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
初
は
観
光
ビ

ザ
で
入
国
し
、
現
地
の
役
所
で
滞
在
許
可
を
申

請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
前
情
報
で
は

ド
イ
ツ
の
役
所
は
対
応
が
悪
く
、
さ
ら
に
英
語

が
通
じ
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ケ

ム
ニ
ッ
ツ
の
役
所
で
は
親
切
な
対
応
で
、
英
語

も
通
じ
た
た
め
問
題
な
く
申
請
が
行
え
ま
し

た
。
た
だ
し
、
手
続
き
に
は
時
間
が
か
か
り
、

滞
在
許
可
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
約
3
ヶ
月
を
要

し
ま
し
た
。
も
し
少
し
で
も
遅
れ
て
い
れ
ば
、

観
光
ビ
ザ
期
間
を
超
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し

た
の
で
、
緊
張
が
続
き
ま
し
た
。

私
が
滞
在
し
た
時
期
は
夏
季
で
あ
り
、
サ

マ
ー
タ
イ
ム
も
導
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
夜
遅

く
ま
で
明
る
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
皆
、
仕

事
が
終
わ
る
5
～
6
時
頃
に
は
帰
宅
し
、
家
族

や
友
人
と
過
ご
す
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
週
に
一
度
は
職
場
で
パ
ス
タ
パ
ー
テ
ィ
を

楽
し
ん
だ
り
、
会
議
の
際
に
は
自
宅
で
作
っ
た

ケ
ー
キ
や
庭
で
取
れ
た
果
物
を
持
ち
寄
っ
た
り

と
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
仕
事
を
す
る

時
は
非
常
に
集
中
し
て
行
う
た
め
、
限
ら
れ
た

時
間
で
も
優
れ
た
成
果
を
出
す
や
り
方
に
感
服

し
ま
し
た
。
海
外
で
はPh.D

を
持
っ
て
い
な

い
と
ま
と
も
に
相
手
を
し
て
も
ら
え
な
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
職
場

に
はPh.D

を
持
っ
て
い
な
い
研
究
者
も
多
く

い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
、
非
常
に
優

秀
で
あ
り
、
関
係
な
く
対
等
に
議
論
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

研
究
に
関
し
て
は
、
半
年
と
い
う
短
い
期
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、私
が
得
意
と
す
る
技
術
と
、

E
N
A
S
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
る
き
っ
か 海

外
長
期
出
張
体
験
記

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

機
械
系
同
窓
会
幹
事

小
川　
和
洋

（
機
知
博
平
11
年
修
了
）

冒
頭
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
6
年
1
月

1
日
に
能
登
半
島
を
襲
っ
た
大
き
な
地
震
で
被

害
に
合
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
幹
事
を
担
当
し
て
い
る
小
川
（
機

知
博
平
11
）
か
ら
、
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に

つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
3
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
猛

威
を
振
る
っ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
、
令
和
5
年
5
月
8
日
か
ら
感
染
症
法

上
の
取
り
扱
い
が
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
移
行

さ
れ
、多
く
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

機
械
系
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
講
義
が
対

面
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
活

気
が
戻
っ
て
お
り
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
、
あ

れ
だ
け
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の 

近
況
に
つ
い
て

「
ど
こ
吹
く
風
」
と
い
っ
た
感
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ま
だ
完
全
に
根
絶
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
も
感
染
が
再
拡
大
し
な
い
よ

う
留
意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、機
械
系
同
窓
会
の
主
な
行
事
で
す
が
、

通
常
総
会
・
特
別
講
演
会
の
開
催
、
同
窓
会
誌

の
発
行
、
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
同
窓

会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
紙
面
の
関

係
上
、
こ
こ
で
は
、
通
常
総
会
・
特
別
講
演
会

と
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
し
、
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
27
期
の
通
常
総
会
・
特
別
講
演
会
は
、
令

和
5
年
5
月
13
日
（
土
）
に
、
理
事
会
・
総
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、特
別
講
演
会
は
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
致
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
は
現
在
落
ち
着
い
て
お
り
ま
す

が
、
遠
方
に
お
住
ま
い
で
な
か
な
か
ご
参
加
頂

け
な
い
方
の
た
め
に
も
、
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
含
め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
は
有
効
で

け
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
研
究

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
協

力
関
係
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
提
供
し
て
く

れ
た
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
滞
在
は
私
の
人
生
と
キ
ャ
リ
ア

に
お
い
て
特
別
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
大
変
貴
重
な
経
験

を
で
き
ま
し
た
。若
手
の
研
究
者
の
方
々
に
は
、

ぜ
ひ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
も
し
く
は
類
似
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
海
外
で
の
研
究
を

経
験
し
て
み
る
こ
と
を
強
く
勧
め
ま
す
。

機械系オープンフェスティバル 2024　交流会の様子
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東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
特
別
講
演
は
、

小
林
淳
一
氏
（
機
械
46
卒
）
か
ら
、「
企
業
経

験
を
活
か
し
た
大
学
運
営
と
は
」
と
題
し
て
ご

講
演
頂
き
ま
し
た
。 

や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
の

み
で
は
な
く
、
対
面
に
よ
る
講
演
は
理
解
し
や

す
く
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
化
す
る
こ

と
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
こ
れ
ま
で

3
月
初
旬
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
学
生

に
就
職
解
禁
ま
で
の
間
、
し
っ
か
り
と
考
え
る

時
間
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
多
く
の
企

業
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
、
今
年
度
は
、

令
和
6
年
1
月
13
日
（
土
）
と
こ
れ
ま
で
よ
り

1
ヶ
月
半
程
度
前
倒
し
し
て
実
施
致
し
ま
し

た
。
修
士
課
程
1
年
の
学
生
か
ら
選
出
さ
れ
た

学
生
実
行
委
員
5
名
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
が
前
倒

し
と
な
り
、
前
年
度
の
学
生
実
行
委
員
か
ら
の

十
分
な
引
き
継
ぎ
の
時
間
が
取
れ
な
い
中
で
あ

り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
企
画
・
運
営
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
93
の
団

体
か
ら
計
2
1
9
名
の
O
B
・
O
G
に
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
参
加
学
生
の
方
は
、

登
録
者
数
は
1
7
2
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
に
参
加
し
て
く
れ
た
学
生
は
1
1
6
名
で
し

た
。
土
曜
日
開
催
と
い
う
点
と
、
昨
今
は
自
由

応
募
の
企
業
が
増
え
て
お
り
早
い
段
階
か
ら
就

職
活
動
を
開
始
し
て
い
る
学
生
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
参
加
し
て
く
れ
た
学
生
は
、
決

ま
っ
た
時
間
の
中
で
、
積
極
的
に
多
く
の
企
業

と
交
流
会
か
ら
情
報
を
得
、
実
り
多
い
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
、
交
流
会
後
に
懇
親
会
も
実
施
致
し

ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
避
け
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
多
く
の
学
生
、
参
加
団
体
の
方

に
お
残
り
頂
き
、
交
流
会
と
は
違
っ
て
視
点
で

の
情
報
交
換
に
花
が
咲
い
て
お
り
ま
し
た
。

東北大学機械系同窓会ホームページ
2022.6.3 リニューアル

https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/

以
上
、
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
も
近
況
や

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

健
康
な
ら
び
に
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

同窓会誌バックナンバー
創刊号から最新号までパスワード付きで限定公開左から「同窓会ニュース」「思い出」「学生会員」の各ページ

東北大学機械系同窓会YouTube チャンネル
2022.7.24開設（ホームページにリンク）
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グ
リ
ー
ン
未
来
創
造
機
構
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク

研
究
セ
ン
タ
ー
（
機
械
機
能
創
成
専
攻
）　
教
授

水
谷　
正
義

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
、
グ
リ
ー
ン
ク

ロ
ス
テ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
授
に
着
任
し

ま
し
た
水
谷
正
義
と
申
し
ま
す
。
機
械
系
に
は

機
械
機
能
創
成
専
攻
を
兼
務
と
し
て
関
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
本
同
窓
会
ニ
ュ
ー

ス
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
2
0
0
6
年
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
に
て
博
士
（
工
学
）
を
取
得
後
、

同
年
4
月
か
ら
理
化
学
研
究
所
の
協
力
研
究
員

に
着
任
、
そ
の
後
2
0
1
2
年
9
月
ま
で
同
所

に
て
ポ
ス
ド
ク
の
職
を
渡
り
歩
き
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
10
月
か
ら
本
学
大
学
院
工
学

研
究
科
の
准
教
授
に
着
任
し
、
冒
頭
の
通
り

2
0
2
3
年
4
月
よ
り
現
職
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
2
0
1
1
年
か
ら
上
智
大
学

理
工
学
部
の
学
外
共
同
研
究
員
、
2
0
1
2
年

か
ら
理
化
学
研
究
所
の
客
員
研
究
員
を
務
め
て

お
り
ま
す
。ま
た
2
0
1
8
年
か
ら
約
1
年
間
、

Fraunhofer IPT

にV
isiting R

esearcher 

 

と
し
て
滞
在
し
、
共
同
研
究
を
行
う
貴
重
な
機

会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
か
ら
は

本
学
大
学
院
医
工
学
研
究
科
の
協
力
教
員
も
務

め
て
お
り
ま
す
。

私
の
専
門
は
生
産
・
加
工
学
で
、
私
は
様
々

な
加
工
技
術
を
駆
使
し
、
対
象
と
す
る
材
料
に

「
機
能
」
を
生
み
出
す
と
い
う
新
た
な
発
想
の

も
の
づ
く
り
に
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
バ

イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
（
＝
生
物
模
倣
）
で
は
、

生
物
た
ち
の
進
化
の
過
程
で
身
に
つ
け
た
機
能

を
科
学
技
術
に
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し

た
生
物
た
ち
を
模
倣
し
、
加
工
に
よ
っ
て
材
料

に 

”変
化
“を
加
え
る
こ
と
で
材
料
自
身
に

様
々
な
機
能
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
私

の
研
究
で
あ
り
、
多
く
の
機
能
を
生
み
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
次
の
展
開
は
？　

皆
様
、
i
P
S
細
胞

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
細
胞
に
特
定
の
遺
伝
子

を
組
み
込
む
こ
と
で
生
体
内
環
境
に
応
じ
て
所

望
の
組
織
に
成
長
で
き
る
万
能
細
胞
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
で
は 
”材

料
“
を
万
能
化
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

つ
ま
り
、
材
料
に
何
か
を
組

み
込
む
（
手
を
加
え
る
）
こ
と
で
使
用
環
境
に

応
じ
て
所
望
の
機
能
に
成
長
で
き
る  

”万
能
材

料
“
を
生
み
出
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
？　
『
マ

テ
リ
ア
ル
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
（
＝
材
料
模
倣
）』、

こ
れ
は
私
の
造
語
で
す
が
、
ヒ
ト
を
含
め
た
生

物
た
ち
が
材
料
の 

”成
長
“
を
模
倣
し
始
め
る

こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
日
々
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

研
究
・
教
育
も
含
め
て
引
き
続
き
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

教
授
着
任
挨
拶

グ
リ
ー
ン
未
来
創
造
機
構

グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー　
教
授

鈴
木　
　
研

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
グ
リ
ー
ン
未

来
創
造
機
構　

グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
研
究

セ
ン
タ
ー　

ソ
フ
ト
・
機
能
マ
テ
リ
ア
ル
研
究

部
門　

材
料
機
能
信
頼
性
設
計
学
分
野
の
教
授

に
昇
任
い
た
し
ま
し
た
鈴
木
研
と
申
し
ま
す
。

同
窓
会
誌
に
て
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

2
0
0
2
年
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
材

料
化
学
専
攻
に
お
い
て
博
士
（
工
学
）
の
学
位

を
取
得
後
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

（
P
D
）
と
し
て
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
附
属
破
壊
制
御
シ
ス
テ
ム
研
究
施
設
（
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
科
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
、

現
在
の
先
端
材
料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
在
籍
し
、
機
械
系
で
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に
工
学

研
究
科
附
属
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
科
学
国
際
研
究

セ
ン
タ
ー
の
助
手
に
着
任
し
、
助
教
、
准
教
授

を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
異
動
し
た
グ
リ
ー

ン
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
フ
ァ
イ

ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻
の
協
力
講
座
担
当
と
し

て
、
機
械
系
の
研
究
・
教
育
活
動
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
材
料
機
能
の
発
現
・
劣

教
授
着
任
挨
拶

教
授
着
任
挨
拶
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化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
そ
の
制
御
技
術
の
確

立
を
目
的
に
、
分
子
動
力
学
法
や
第
一
原
理
計

算
な
ど
の
計
算
化
学
的
手
法
を
活
用
し
、
化
学

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
勾
配
に
起
因
し
た
原
子
拡
散
や

化
学
反
応
、
そ
の
結
果
生
じ
る
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の

組
織
変
化
に
基
づ
い
た
材
料
設
計
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
多
結
晶
材
料
や

多
種
多
様
な
材
料
が
集
積
さ
れ
た
複
合
材
料
シ

ス
テ
ム
で
は
、
組
成
、
構
造
の
不
均
一
、
不
均

質
性
に
加
え
て
原
子
配
列
の
不
整
合
や
熱
応
力

に
起
因
し
た
ひ
ず
み
勾
配
が
存
在
す
る
た
め
、

材
料
シ
ス
テ
ム
内
に
は
局
所
構
造
と
ひ
ず
み

（
応
力
）
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
化
学
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
勾
配
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
勾
配
を
駆
動

力
に
原
子
拡
散
や
化
学
反
応
が
加
速
さ
れ
組
織

が
変
化
し
、
結
果
と
し
て
材
料
機
能
や
性
能
が

劣
化
す
る
と
考
え
、
元
素
、
原
子
結
合
、
化
学

反
応
と
い
っ
た
化
学
的
な
要
素
と
機
械
的
負
荷

の
相
互
作
用
を
考
慮
し
た
解
析
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
計
算
化
学
的
手
法
は
基
本
的
に
全
て

の
材
料
系
に
適
用
可
能
な
手
法
で
あ
る
の
で
、

発
電
プ
ラ
ン
ト
用
耐
熱
合
金
や
二
次
電
池
用
酸

化
物
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
樹
脂
材
料
な
ど
材
料

科
学
分
野
を
広
く
カ
バ
ー
し
た
研
究
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
、
計
算
化
学
と
次

世
代
放
射
光
施
設
（N

ano Terasu

）
等
を

活
用
し
た
実
験
科
学
を
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
で
融
合

し
た
研
究
を
実
践
し
、
工
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
I
T
を
融
合
し
た
研
究
と
社
会
実
装
の

た
め
の
産
学
共
創
を
通
じ
、
グ
リ
ー
ン
分
野
に

関
連
す
る
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
研
究
と
教
育
活
動

を
通
し
、
機
械
系
の
さ
ら
な
る
発
展
と
広
く
世

界
に
貢
献
す
る
高
い
志
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
指
導

と
ご
鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

機
械
機
能
創
成
専
攻　
准
教
授

庄
司　
衛
太

2
0
2
3
年
1
月
1
日
付
で
、
機
械
機
能
創

成
専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
講
座
熱
制
御
工
学
分
野

の
准
教
授
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
庄
司
衛
太
と

申
し
ま
す
。
私
は
2
0
0
6
年
に
東
北
大
学

工
学
部
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
、

2
0
1
5
年
の
博
士
号
を
取
得
す
る
ま
で
機
械

系
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2
0
1
5
年
4
月
か
ら
東
北
大
学
流
体
科
学
研

究
所
の
研
究
員
、
2
0
1
6
年
4
月
か
ら
同
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
化
学
工
学
専
攻
の
助
教

を
経
て
、
2
0
2
0
年
4
月
に
機
械
機
能
創
成

専
攻
の
助
教
に
着
任
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は 

”光
計
測
で
熱
・
物
質
輸
送
を
視
る
・

測
る
“ 

を
軸
に
、
輸
送
現
象
の
理
解
を
通
じ
た

新
た
な
プ
ロ
セ
ス
制
御
方
法
の
提
案
や
プ
ロ
セ

ス
の
創
成
を
目
標
に
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
化
学
工
学
専
攻
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
空
気
や
水
と
い
っ
た
身
近
な
流
体
は
も

ち
ろ
ん
、
ナ
ノ
フ
ル
イ
ド
、
高
分
子
ナ
ノ
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
材
料
、
溶
融
合
金
、
超
臨
界
流
体
、

重
質
油
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
な
ど
の
ソ
フ

ト
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
ハ
ー
ド
マ
テ
リ
ア
ル
ま
で

幅
広
い
物
質
を
対
象
と
し
、
ナ
ノ
か
ら
マ
ク
ロ

ス
ケ
ー
ル
、
常
温
・
常
圧
か
ら
高
温
・
高
圧
と

い
っ
た
様
々
な
条
件
下
で
の
輸
送
現
象
を
扱
っ

准
教
授
着
任
挨
拶

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
材
料
を
扱
う
工
学
プ
ロ
セ
ス
の
多
く

は
、
材
料
自
身
の
複
雑
さ
も
相
ま
っ
て
、
所
望

の
結
果
を
得
る
条
件
を
試
行
錯
誤
的
に
求
め
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
試
行
錯

誤
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
、
私
は
こ
れ
ま
で
視

え
な
か
っ
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
の
現
象
を
明
ら
か

に
し
整
理
し
た
い
と
考
え
、
研
究
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、

従
来
法
と
は
異
な
る
独
自
の
光
計
測
装
置
の
開

発
を
メ
イ
ン
と
し
つ
つ
、
自
ら
が
持
っ
て
い
な

い
実
験
技
術
や
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
研
究
者
か
ら
多
く
の

ご
協
力
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
中
性
子
の
特
異

な
性
質
を
利
用
し
た
観
測
技
術
（
中
性
子
ラ
ジ

オ
グ
ラ
フ
ィ
、
中
性
子C

om
puted Tom

og-
raphy

）、
数
値
流
体
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
分
子
動
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど
は
、
共
同
研

究
な
く
し
て
実
施
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
で
し

た
。新

た
な
研
究
に
挑
戦
し
成
長
す
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、

学
術
の
発
展
や
次
世
代
の
人
材
育
成
に
貢
献
で

き
る
よ
う
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
至
ら
ぬ
点
も

多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

教
授
着
任
挨
拶

准
教
授
着
任
挨
拶
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機械機能創成専攻　准教授
Nguyen Van Toan

Dear Alumni,
First of all, I would like to extend my warmest greetings to all members of the 

alumni association!

My name is Toan and I would like to introduce myself to you all. I work as an 
Associate Professor, Department of Mechanical Systems Engineering from 1ST 
Apr 2023. 

I received my B.S. and M.S. degrees in Physics and Electronics at National 
University Ho Chi Minh City, Viet Nam. Driven by a profound passion for engi
neering and research, I pursued and successfully earned my doctorate in Me
chanical Systems Engineering from Tohoku University.

Throughout my academic journey, I have been honored with several prestigious awards, including the Electrical 
Science Promotion Award from IEEJ in 2022, and the Young Research Award from the 78th Ubiquitous Computing 
System Research Conference in 2023. Additionally, I am proud to have been recognized among the “100 Outstand
ing Vietnamese Peoples in Japan” by the Embassy of the Socialist Republic of Vietnam in Japan.

My research focuses on diverse areas, including silicon resonators, optical modulator devices, biosensors, 
MEMS/NEMS and energy harvesters. I am enthusiastic about contributing to advancements in these fields and fos
tering meaningful connections within our alumni community.

Last but not least, I would like to wish you and your loved ones good health and safety!

准教授着任挨拶

准
教
授
着
任
挨
拶
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航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
准
教
授

大
塚　
啓
介

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
、
航
空
宇
宙
工

学
専
攻
・
宇
宙
構
造
物
工
学
分
野
の
准
教
授
に

昇
任
い
た
し
ま
し
た
大
塚
啓
介
と
申
し
ま
す
。

2
0
1
0
年
に
東
北
大
学
工
学
部
機
械
知
能
・

航
空
工
学
科
に
入
学
し
、
機
械
系
に
お
世
話
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
在
学
中
は
東
北
大
学
の
提

供
し
て
く
だ
さ
る
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
科
大
学
に
て
風
車

工
学
や
船
舶
工
学
を
学
ん
で
参
り
ま
し
た
。
博

士
課
程
最
終
年
度
に
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ

ロ
ン
ド
ン
でV

isiting Research Student

と
し
て
航
空
機
研
究
を
行
っ
た
後
、
2
0
2
0

年
4
月
に
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
の
助
教
に
着
任

し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
マ
ル
チ
ボ
デ
ィ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
と
空
力

弾
性
の
2
分
野
を
中
心
と
し
た
航
空
宇
宙
研
究

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

マ
ル
チ
ボ
デ
ィ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
人
工
衛
星

の
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
展
開
に
代
表
さ
れ
る
多
数

の
部
材
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
連
結
さ
れ
た
構
造
物

の
動
的
挙
動
を
解
析
す
る
学
問
で
す
。
近
年
の

航
空
宇
宙
構
造
物
は
運
搬
コ
ス
ト
や
燃
料
消
費

の
低
減
を
目
指
し
た
軽
量
化
に
伴
う
柔
軟
化
が

顕
著
で
あ
り
、
も
は
や
部
材
を
変
形
し
な
い
剛

体
と
み
な
す
従
来
の
解
析
法
は
通
用
し
ま
せ

准
教
授
着
任
挨
拶

ん
。
そ
こ
で
私
は
部
材
の
大
変
形
表
現
が
容
易

な
マ
ル
チ
ボ
デ
ィ
解
析
法A

bsolute N
odal 

C
oordinate Form

ulation 

（
A
N
C
F
）

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
今
の
計

算
機
の
劇
的
な
高
性
能
化
で
構
造
解
析
法
同
士

の
計
算
速
度
の
優
劣
は
無
視
で
き
る
ほ
ど
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
重
要

に
な
る
構
造
解
析
法
は
「
計
算
速
度
」
で
は
な

く
「
容
易
な
理
論
」
を
持
っ
た
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。「
容
易
な
理
論
」
で
作
ら
れ
た
解

析
ソ
フ
ト
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
構
造
解
析
に
対
す

る
敷
居
を
下
げ
、
各
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

ソ
フ
ト
の
改
変
も
容
易
に
し
ま
す
。

空
力
弾
性
は
材
料
力
学
、
機
械
力
学
、
流
体

力
学
に
ま
た
が
る
学
問
で
す
。
代
表
的
な
空
力

弾
性
現
象
に
フ
ラ
ッ
タ
が
あ
り
ま
す
。
航
空
機

が
あ
る
飛
行
速
度
に
達
す
る
と
翼
の
振
動
が
増

幅
し
、
破
壊
に
至
る
危
険
な
現
象
で
す
。
こ
の

た
め
航
空
機
設
計
に
空
力
弾
性
解
析
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
特
に
火
星
飛
行
機
に
代
表
さ
れ
る
次

世
代
航
空
機
の
実
現
の
た
め
に
新
し
い
空
力
弾

性
解
析
法
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

3
つ
の
領
域
に
ま
た
が
る
基
礎
学
習
の
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ
か
ら
、
空
力
弾
性
を
専
門
と
す
る
研

究
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
国
内
に
僅
か
し
か
お
ら

ず
、
年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
こ

の
よ
う
な
空
力
弾
性
分
野
の
状
況
を
覆
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
人
材
教
育
と
研
究
に
励
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
助
教

西　
　
駿
明

2
0
2
3
年
2
月
1
日
付
で
フ
ァ
イ
ン
メ
カ

ニ
ク
ス
専
攻
ナ
ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
（
ソ
フ
ト

メ
カ
ニ
ク
ス
分
野
）
の
助
教
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
2
0
1
1
年
に
京
都
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
化
学
専
攻
修
士
課
程
を
終
了
後
、

2
0
2
3
年
1
月
ま
で
株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス

に
て
主
に
高
耐
滑
性
靴
底
材
料
の
研
究
開
発
に

従
事
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
開
発
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
東
北
大
学
大
学
院
フ
ァ
イ
ン
メ

カ
ニ
ク
ス
専
攻
材
料
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
（
知
能

シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
）
と
共
同
研
究
を
実
施
す

る
中
で
、
2
0
1
9
年
か
ら
は
社
会
人
特
別
選

抜
に
て
博
士
課
程
後
期
3
年
の
課
程
に
編
入
学

し
、
2
0
2
1
年
に
博
士
（
工
学
）
学
位
を
取

得
し
ま
し
た
。

企
業
在
籍
時
は
、
ヒ
ト
の
動
作
に
及
ぼ
す
材

料
因
子
を
抽
出
し
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
性
能
向

上
を
可
能
に
す
る
材
料
開
発
の
基
礎
研
究
か
ら

生
産
移
行
ま
で
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
業

務
遂
行
に
あ
た
り
、
化
学
に
加
え
て
工
学
の
考

慮
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
、
自
身
の
専
門
分

野
を
深
化
・
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た

同
時
に
、
社
内
調
整
や
海
外
工
場
で
の
生
産
試

験
を
通
し
て
、
商
品
化
・
社
会
実
装
す
る
た
め

に
企
業
が
必
要
と
す
る
様
々
な
要
素
の
理
解
を

助
教
着
任
挨
拶

准
教
授
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶
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航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
助
教　

淺
田　
啓
幸

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
、
航
空
宇
宙
工

学
専
攻
・
空
力
設
計
学
分
野
・
河
合
研
究
室
に

助
教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
淺
田
啓
幸

と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
ご
挨

拶
の
機
会
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
地
元
で
あ
る
神
奈
川
県
の
高
校
を
卒

業
後
、
2
0
0
9
年
に
本
学
の
工
学
部 

機
械

知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
、
学
部
3
年
時

に
澤
田
惠
介
先
生
の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、

2
0
1
5
年
に
修
士
号
（
工
学
）
を
取
得
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
博
士
課
程
に
進
学
し
、

現
在
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
河
合
宗
司
先
生

の
研
究
室
で
数
値
流
体
力
学
に
関
す
る
研
究
を

行
い
、
2
0
1
8
年
に
博
士
号
（
工
学
）
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
立
命
館
大
学

で
の
助
教
を
2
年
間
勤
め
た
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が

始
ま
る
直
前
の
2
0
2
0
年
に
再
び
河
合
研

究
室
に
学
術
研
究
員
と
し
て
戻
り
、
特
任
助
教

を
経
て
現
在
の
助
教
に
至
り
ま
す
。

学
部
4
年
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
流
体

の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究
に
従
事
し
て
思

う
の
は
、
10
年
ほ
ど
前
の
学
部
時
代
や
修
士
時

代
の
際
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
資
源
的
に
難
し

か
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
現
在
で
は
当

了
し
、
2
0
2
3
年
3
月
に
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。
九
州
大
学
で
は
、
航
空
機
向
け
の
先

進
複
合
材
料
に
発
生
す
る
損
傷
を
対
象
と
し

て
、
超
音
波
非
破
壊
検
査
と
ト
ポ
ロ
ジ
ー
最
適

化
を
統
合
し
た
損
傷
同
定
手
法
に
関
す
る
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か

し
、
東
北
大
学
で
は
、
有
限
要
素
法
を
基
盤
と

し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
テ
ス
テ
ィ
ン
グ
手
法
に
よ
っ

て
、
先
進
複
合
材
料
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
設

計
・
成
形
・
運
用
・
検
査
）
を
詳
細
に
検
討
す

る
こ
と
で
、
次
世
代
航
空
機
の
新
た
な
設
計
基

準
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
検
査
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
、
現

在
で
は
原
子
・
分
子
ス
ケ
ー
ル
か
ら
、
繊
維
／

樹
脂
、
積
層
板
、
航
空
機
ス
ケ
ー
ル
ま
で
を
接

続
し
た
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
解
析
に
よ
る
航
空
機

最
適
設
計
技
術
の
構
築
、
先
進
複
合
材
料
の
成

形
時
に
発
生
す
る
残
留
変
形
お
よ
び
長
期
変
形

の
予
測
、
有
限
変
形
理
論
に
基
づ
く
複
合
材
料

の
損
傷
進
展
解
析
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

新
天
地
で
あ
る
東
北
で
研
究
と
教
育
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
学
機
械
系
の
さ

ら
な
る
発
展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
助
教

龍
薗　
一
樹

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
航
空
宇
宙
工

学
専
攻
／
航
空
シ
ス
テ
ム
講
座
／
材
料
・
構
造

ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
学
分
野
の
助
教
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
、
龍
薗
一
樹
と
申
し
ま
す
。
こ
の

度
は
本
誌
に
て
機
械
系
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
着

任
の
ご
挨
拶
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
地
元
の
鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
2
0
1
5
年
4
月
に
九
州
大
学
工

学
部
機
械
航
空
工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
大
学
大
学
院
工
学
府
航
空
宇
宙
工
学

専
攻
の
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
後
期
課
程
を
修

助
教
着
任
挨
拶

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
生
活
や
工

業
、
医
療
と
い
っ
た
幅
広
い
用
途
で
使
用
さ
れ

る
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
の
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
に

関
す
る
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
研

究
室
運
営
や
授
業
を
通
し
た
学
生
指
導
と
い
う

教
育
業
務
に
も
新
し
く
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
新
し
い
挑
戦
が
で
き
る
こ
と
に
大
き
な

喜
び
を
覚
え
る
と
共
に
、
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て

い
る
次
第
で
す
。
ま
だ
教
員
と
し
て
は
未
熟
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶
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た
り
前
の
よ
う
に
可
能
と
な
り
、
計
算
科
学
分

野
の
飛
躍
的
発
展
を
身
に
染
み
て
感
じ
取
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
の
登
場
に
よ
り
当
時
は
考

え
も
し
な
か
っ
た
大
規
模
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
り
、
私
自
身
も
航
空
機
全
体
の

ま
わ
り
の
複
雑
な
流
れ
を
、
格
子
点
数
が
数
百

億
と
い
う
途
轍
も
無
い
規
模
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
途
轍

も
無
い
規
模
も
、
数
十
年
後
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
可
能
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
計
算
科
学
分
野
の
発
展
は
、
高
精
度

で
高
速
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
れ
ま
で
明
か
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
複
雑
な
流
体
現
象
の
原
理
解

明
、
更
に
は
新
た
な
設
計
プ
ロ
セ
ス
の
開
拓
や

も
の
づ
く
り
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
期
待
さ

せ
、
こ
の
分
野
で
研
究
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

日
々
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
に
つ
い
て
も
尽
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
本
学
は
優

秀
な
学
生
が
多
く
、
む
し
ろ
私
が
学
ば
さ
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
私
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
を
伝
え
、
社
会
や
学

術
界
で
活
躍
す
る
学
生
を
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
ら
本
望
で
す
。
教
育
者
・
研
究
者
と

し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
学

の
機
械
・
知
能
系
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻
（
流
体
科
学
研
究
所
）　
助
教

伊
神　
　
翼

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
流
体
科
学
研
究

所
流
動
創
生
研
究
部
門
宇
宙
熱
流
体
シ
ス
テ
ム

研
究
分
野
の
助
教
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
伊
神

翼
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
同
窓
会
誌
に
て
ご

挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
地
元
で
あ
る
愛
知
を
離
れ
、
2
0
1
5

年
4
月
に
本
学
工
学
部
機
械
知
能
・
航
空
工
学

科
に
入
学
し
、
2
0
1
8
年
9
月
に
学
部
を
卒

業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
同
年
10
月
に
は
、
本
学

大
学
院
工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
に
進

学
し
、
2
0
2
0
年
9
月
に
修
士
、
2
0
2
3

年
3
月
に
博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
在

学
中
は
、
流
体
科
学
研
究
所
永
井
大
樹
教
授
の

ご
指
導
の
も
と
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

研
究
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、

引
き
続
き
永
井
教
授
の
も
と
で
研
究
に
邁
進
で

き
る
環
境
を
得
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
上
な
く
光

栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
の
研
究
で
は
、
機
能
性
分
子
セ
ン
サ
で
あ

る
感
温
・
感
圧
塗
料
を
用
い
た
流
体
計
測
技
術

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
空
気
の
流
れ
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
温
度
や
圧
力
を
測
る
た
め
に
気
流
中
に

セ
ン
サ
を
設
置
す
る
と
、
セ
ン
サ
自
身
が
流
れ

助
教
着
任
挨
拶

と
干
渉
し
、
計
測
し
た
い
現
象
に
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、「
見
る
」

あ
る
い
は
「
測
る
」
こ
と
は
、
流
体
現
象
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
上
で
必
須
で
す
。
感
温
・
感

圧
塗
料
計
測
で
は
、
塗
料
に
含
ま
れ
る
色
素
分

子
の
蛍
光
・
燐
光
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
圧
力

と
温
度
の
2
次
元
的
な
分
布
を
光
学
的
に
、
す

な
わ
ち
非
接
触
に
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
温
度
や
圧
力
は
流
体
計
測
に
お
い
て
重
要

な
物
理
量
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
高
い
空
間
解
像

度
で
計
測
で
き
る
こ
れ
ら
の
技
術
は
風
洞
実
験

な
ど
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
私

の
研
究
で
は
、
音
速
よ
り
も
十
分
に
遅
い
低
速

流
れ
へ
の
利
用
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
低
速
流

れ
で
は
、
流
れ
場
の
変
動
が
小
さ
く
な
り
、
信

号
雑
音
比
が
低
下
す
る
と
い
う
問
題
点
が
あ

り
、
計
測
の
観
点
で
は
厳
し
い
条
件
で
す
。
そ

こ
で
、
セ
ン
サ
で
あ
る
塗
料
そ
の
も
の
の
向
上

に
加
え
て
、
デ
ー
タ
駆
動
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
先
進
的
な
解
析
技
術
も
同
時
に
活
用
し
、
こ

れ
ら
の
両
輪
で
流
体
計
測
分
野
を
一
層
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
歩
み
始
め
た
ば
か
り
の
若
輩

者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
を
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
本
学
機
械
系
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
、
研
究
・
教
育
活
動
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶
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助
教
着
任
挨
拶

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
（
情
報
科
学
研
究
科
）　
助
教

千
葉　
直
也

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
情
報
科
学
研
究

科
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
専
攻 

橋
本
研
究
室
の

助
教
に
着
任
致
し
ま
し
た
、
千
葉
直
也
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
は
ご
挨
拶
の
機
会
を
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
本
学
工
学
部
の
機
械
知
能
・
航
空
工
学

科
を
卒
業
後
引
き
続
き
本
学
大
学
院
に
進
学

し
、
2
0
2
0
年
3
月
に
博
士
課
程
を
修
了
致

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
早
稲
田
大
学
尾
形
研
究

室
と
オ
ム
ロ
ン
サ
イ
ニ
ッ
ク
エ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
に
所
属
し
、
3
年
間
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
研
究

に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

専
門
分
野
は
三
次
元
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

で
、
学
生
時
代
は
金
属
物
体
や
半
透
明
物
体
の

計
測
を
一
般
的
な
光
学
系
の
み
で
実
現
す
る
た

め
、
ス
パ
ー
ス
推
定
を
用
い
た
計
測
手
法
の
開

発
・
計
算
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し

た
。
ま
た
博
士
課
程
後
半
の
時
期
に
は
三
次
元

デ
ー
タ
処
理
に
お
け
る
深
層
学
習
の
発
展
に
伴

い
、
私
自
身
も
深
層
学
習
を
用
い
た
三
次
元

デ
ー
タ
処
理
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

博
士
取
得
以
降
は
、
三
次
元
デ
ー
タ
処
理
で

現
れ
た
種
々
の
技
術
・
ア
イ
デ
ア
の
他
分
野
へ

の
応
用
を
目
指
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
例
と
し
て
、
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
材
料
科
学
に
情
報
科
学

を
組
み
合
わ
せ
た
分
野
に
お
い
て
、
結
晶
構
造

デ
ー
タ
が
特
殊
な
三
次
元
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
た
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計

を
し
た
り
、Sym

bolic Regression

と
呼
ば

れ
る
表
デ
ー
タ
か
ら
背
後
の
数
式
を
推
定
す
る

分
野
に
お
い
て
、
表
デ
ー
タ
が
あ
る
種
の
集
合

デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
三
次
元
点

群
処
理
の
た
め
に
発
展
し
た
集
合
デ
ー
タ
処
理

が
で
き
る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
応
用

し
た
り
と
い
っ
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。三

次
元
デ
ー
タ
処
理
や
そ
の
隣
接
分
野
は
こ

こ
数
年
で
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
日
々
多
く

の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
分

野
の
方
に
と
っ
て
は
研
究
の
潮
流
や
最
新
の
成

果
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
テ
ン
ポ
の
早
い
研

究
分
野
で
現
れ
た
技
術
を
抽
出
し
、
う
ま
く
他

分
野
に
応
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
見
出

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
教
員
と
し
て
研
究
・
教
育
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
や
り
が

い
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
一
方
で
、指
導
す
る
立
場
の
責
任
は
重
く
、

ま
た
研
究
者
と
し
て
も
自
身
の
力
不
足
を
歯
痒

く
感
じ
る
こ
と
も
多
く
、
日
々
自
身
が
成
長
し

な
け
れ
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
研
究
・
教
育

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

環
境
科
学
研
究
科　
助
教

山
口　
実
奈

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
環
境
科
学
研
究

科 

先
進
社
会
環
境
学
専
攻 

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

学
講
座 

川
田
／
八
代
研
究
室
の
助
教
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、
山
口
実
奈
と
申
し
ま
す
。
環

境
科
学
研
究
科
が
主
た
る
所
属
で
す
が
、
工
学

部
機
械
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
を
兼
担
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
に
て
皆

様
へ
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
学
部
、
修
士
・
博
士
課
程
と
も
に
、

本
学
の
マ
テ
リ
ア
ル
・
開
発
系
に
在
籍
し
、
知

能
デ
バ
イ
ス
材
料
学
コ
ー
ス
・
専
攻
を
卒
業
・

修
了
し
ま
し
た
。
大
学
に
入
学
し
た
の
は

2
0
1
4
年
4
月
で
、
当
時
は
10
年
後
に
道
路

を
挟
ん
で
反
対
側
に
あ
る
機
械
系
で
研
究
し
て

い
る
と
は
全
く
想
像
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
生
と
し
て
長
年
学
ん
で
き
た
こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
教
員
と
し
て
研
究
・
学
生
指
導
を

行
う
こ
と
は
と
て
も
感
慨
深
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
紫
外
光
パ
ル
ス
レ
ー

ザ
ー
を
固
体
に
照
射
し
て
生
じ
る
プ
ラ
ズ
マ
を

対
向
す
る
基
板
へ
堆
積
さ
せ
て
薄
膜
試
料
を
得

る
「
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
蒸
着
法
」
に
よ
る
新
奇

無
機
薄
膜
の
合
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
組
成

と
微
細
組
織
の
制
御
に
よ
り
光
学
特
性
が
変
化

助
教
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶
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す
る
こ
と
に
着
目
し
て
研
究
を
進
め
、
黒
鉛
よ

り
も
強
く
可
視
光
を
吸
収
す
る
黒
さ
と
、
高
い

電
気
抵
抗
を
同
時
に
達
成
す
る
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
用 

”黒
色
絶
縁
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
“
の
開
発
に

注
力
し
、
そ
の
内
容
で
博
士
号
を
取
得
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
こ
れ
ま
で
修
得
し
て
き
た
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
合
成
・
評
価
、
可
視
光
吸
収

材
料
に
関
す
る
知
見
を
活
か
し
つ
つ
、
所
属
研

究
室
が
長
年
注
力
し
て
い
る
、
固
体
電
解
質
を

用
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
デ
バ
イ
ス
の
研
究
や

イ
オ
ン
伝
導
性
固
体
酸
化
物
の
光
応
答
に
関
す

る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
向
け
て
研
究

活
動
に
励
む
と
同
時
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
成

長
で
き
る
場
・
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
。
着
任
し
て

か
ら
の
毎
日
は
教
員
・
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
学

ぶ
こ
と
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
と
こ
ろ

が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
新
参
者
だ
か
ら
こ
そ
気

付
け
る
こ
と
や
感
じ
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
、

研
究
室
を
初
め
機
械
系
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
な
影
響
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
た
ら
幸

い
で
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

特
任
助
教
着
任
挨
拶

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
特
任
助
教

安
部　
桂
太

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
専
攻
・
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
分
野
、
村
田
／

野
村
研
究
室
の
特
任
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
、
安
部
桂
太
と
申
し
ま
す
。
私
は

2
0
1
7
年
に
本
学
の
工
学
部
機
械
知
能
・
航

空
工
学
科
を
卒
業
後
、
2
0
2
3
年
に
同
じ
く

本
学
大
学
院
の
工
学
研
究
科
機
械
系
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
専
攻
に
て
合
成
D
N
A
を
用
い
た
反
応
拡

散
系
の
研
究
で
学
位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

D
N
A
の
分
子
と
し
て
の
性
質
に
着
目
し
、

人
工
物
構
築
の
材
料
と
し
て
用
い
る
D
N
A
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
想
は
約
40
年
前
に
生
ま

れ
ま
し
た
。そ
の
後
研
究
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

D
N
A
を
並
べ
る
・
繋
げ
る
・
束
ね
る
と
い
っ

た
技
術
を
巧
み
に
用
い
て
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
人

工
物
を
作
る
構
造
D
N
A
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
D
N
A
の
結
合
関
係
や
濃
度
の
変
化
、
塩
基

配
列
な
ど
を
情
報
と
対
応
付
け
て
計
算
を
行
う

D
N
A
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
分
野

が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
近
年
で
は
、

生
体
や
ほ
か
の
生
体
分
子
と
組
み
合
わ
せ
た
高

度
な
人
工
分
子
シ
ス
テ
ム
の
研
究
も
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
私
は
D
N
A
の
反
応
系
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
す

る
こ
と
が
で
き
る
性
質
に
注
目
し
、
ま
た
生
物

の
発
生
過
程
か
ら
着
想
を
得
て
、
人
工
反
応
拡

散
系
に
よ
っ
て
時
空
間
パ
タ
ー
ン
を
形
成
す
る

よ
う
な
分
子
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、本
年
度
か
ら
学
術
変
革
領
域
研
究（
A
）

分
子
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
お
け
る
共
有
拠
点

の
一
つ
で
あ
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
で

の
研
究
に
も
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
や
共
焦
点
顕
微
鏡
を

組
み
合
わ
せ
た
実
験
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
細
胞

サ
イ
ズ
の
分
子
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
向
け
た
研
究

が
進
め
ら
れ
お
り
、
実
際
マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ

イ
ス
内
で
細
胞
サ
イ
ズ
の
小
胞
を
観
察
し
な
が

ら
作
製
・
配
列
・
機
能
評
価
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
共
有
拠
点
と
し
て
、
こ
う

し
た
実
験
設
備
・
評
価
シ
ス
テ
ム
を
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
内
で
開
放
し
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
気
軽
に
試
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
構
築
す
る

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
う
し
た

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
の
実
験
や
そ
の
サ

ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
学
で
は
特
に
こ
の
分
子
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク

ス
関
連
研
究
の
発
展
を
主
軸
に
、
研
究
・
教
育

活
動
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶

特
任
助
教
着
任
挨
拶
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ロボテックス専攻　特任助教
Alberto Elias Petrilli Barcelo

Dear Alumni,

First of all, I would like to extend my warmest greetings to all mem
bers of the alumni association!

My name is Alberto Petrilli and I would like to introduce myself to 
you all. I started my job as an Specially Appointed Assistant Professor 
at Hirata Laboratory, Department of Robotics from 1st Feb 2023. I re
ceived my B.S. degree in Physics and Mathematics at Superior School 
on Physics and Mathematics (ESFMIPN) in Mexico City, Mexico. 
Then, I obtained the master degree in Computer Science at Center for 
Computing Research (CICIPN) also in Mexico City and got the doctor
al degree in Electrical Engineering at the Center for Research and Ad
vanced Studies (CINVESTAVIPN) in Guadalajara, Mexico.

During my PhD course, I worked on Simultaneous Localization and Mapping systems using visual information. 
After my Ph.D. I was working as Professor of Robotics in Mexico and preparing students for foot ball robotics com
pletions and rescue robotics competitions like RoboCup and World Robot Summit. Before coming to Tohoku Uni
versity I was working at Tokyo University of Science as Postdoctoral Researcher. I like all the process of designing 
and building Robots.

It is a great honor and pleasure for me to be involved as an Specially Appointed Assistant Professor of Tohoku 
University. In this new role, as a researcher at Tohoku University I would like to contribute to society by bringing 
effective autonomous robots than can be useful in real life situations. As an educator, I would like to guide students 
in their formation process so that they can play an active role in society through programs and research guidance. I 
look forward to hearing from you in the future.

特任助教着任挨拶

特
任
助
教
着
任
挨
拶
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機
械
機
能
創
成
専
攻

茂
田
／
杉
本
研
究
室

博
士
前
期
課
程
1
年

富
田　
慎
吾

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

こ
の
度
、
機
械
系
同
窓
会
の
代
表
学
生
会
員

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
富
田
慎
吾
と
申
し
ま

す
。さ

て
、
掲
載
し
た
写
真
は
、
私
が
こ
よ
な
く

愛
す
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
ア
ト
レ
テ
ィ
コ
・

デ
・
マ
ド
リ
ー
の
試
合
を
観
戦
に
ス
ペ
イ
ン
を

訪
れ
た
際
の
も
の
で
す
。
私
が
か
の
地
で
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
せ
た
の
も
、
人
々
の
努
力
に
よ

り
C
O
V
I
D

－

19
の
流
行
が
収
束
に
向

か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
こ
の
疫
病
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
断
絶
」
と
い
う
爪
痕
を
残
し
て
い
き

ま
し
た
。

同
窓
会
の
目
下
の
役
割
は
、「
こ
の
断
絶
か

ら
立
ち
直
り
、
横
・
縦
の
繋
が
り
を
復
活
さ
せ

た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
人
々
の
た
め
に
、

そ
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
と
し
て
、
こ
の
役
割
を
果
た

す
一
助
と
な
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

山
口
／
西
研
究
室

博
士
前
期
課
程
1
年

上
野　
恭
平

2
0
2
4
年
度
、
機
械
系
同
窓
会
代
表
学
生

会
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
フ
ァ
イ
ン
メ
カ

ニ
ク
ス
専
攻
、
山
口
・
西
研
究
室
の
上
野
恭
平

と
申
し
ま
す
。
同
窓
会
代
表
学
生
の
一
員
と
な

れ
た
こ
と
、大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
以
前
の
状
態
で
再
開
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
先
日
行
わ
れ
ま
し
た
オ
ー
プ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
懇
親
会
が
復
活
し
、

学
生
あ
る
い
は
卒
業
生
同
士
の
交
流
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
も
機
械
系
学
生

の
一
員
と
し
て
、
皆
様
の
繋
が
り
を
作
れ
る
よ

う
な
活
動
を
で
き
る
よ
う
務
め
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
生
活
の
随
所

で
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
機
械
系
同
窓

会
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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三
浦
英
生
教
授
最
終
講
義

グ
リ
ー
ン
未
来
創
造
機
構

グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー　
教
授

鈴
木　
　
研

令
和
6
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
フ
ァ
イ
ン
メ

カ
ニ
ク
ス
専
攻
（
先
端
材
料
強
度
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
）
の
三
浦
英
生
教
授
が
定
年
退
職
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。

三
浦
英
生
先
生
は
、
昭
和
56
年
に
東
北
大
学

工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
58
年

に
東
北
大
学
電
子
工
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
の

課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
株
式
会

社
日
立
製
作
所
に
入
社
さ
れ
、
同
機
械
研
究
所

の
業
務
に
従
事
さ
れ
な
が
ら
、
平
成
4
年
9
月

に
東
北
大
学
よ
り
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
取

得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
元
年
に
米
国

の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
大
学
院
に

も
編
入
学
さ
れ
、
平
成
2
年
に
材
料
科
学
工
学

専
攻
か
ら
修
士
の
学
位
に
相
当
す
るEngi-

neering
Fellow

の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
平
成
15
年
2
月
に
本
学
大
学
院

工
学
研
究
科
教
授
と
し
て
破
壊
制
御
シ
ス
テ
ム

研
究
施
設
（
現
在
の
先
端
材
料
強
度
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
）
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
先
生
は
学
生
時
代
、
東
北
大
学
電
気
通

信
研
究
所
に
て
、
そ
の
後
の
6
・
5
%
S
i

電

磁
鋼
板
に
繋
が
る
高
ケ
イ
素
鉄
合
金
の
軟
磁
気

特
性
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
が
、
大
学

院
修
了
後
は
一
貫
し
て
、
材
料
の
機
械
的
信
頼

性
研
究
と
破
壊
予
知
・
制
御
技
術
の
研
究
開
発

を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、「
工
学
に
お
け

る
材
料
設
計
と
は
、
所
望
の
性
能
や
信
頼
性
を

実
現
す
る
元
素
の
配
列
規
則
を
決
定
し
、
そ
の

配
列
規
則
を
乱
す
欠
陥
や
不
純
物
あ
る
い
は
環

境
因
子
な
ど
を
定
量
的
に
解
明
し
、
そ
の
制
御

方
法
を
確
立
す
る
こ
と
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

原
子
結
合
の
秩
序
性
の
揺
ら
ぎ
に
よ
る
材
料
物

性
の
多
様
性
発
現
機
構
の
解
明
と
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
基
づ
く
新
機
能
、
高
性
能
材
料
、
デ
バ

イ
ス
の
開
発
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
の
方
法
論
と
し
て
、
電
子
線
回
折
法
を
応
用

し
た
原
子
配
列
秩
序
性
の
定
量
的
評
価
手
法
や

電
子
顕
微
鏡
内
マ
イ
ク
ロ
強
度
試
験
技
術
を
開

発
し
、
金
属
、
半
導
体
、
絶
縁
材
料
な
ど
固
体

材
料
内
の
原
子
結
合
の
規
則
性
が
原
子
レ
ベ
ル

の
欠
陥
や
機
械
的
応
力
や
歪
み
の
作
用
で
揺
ら

ぎ
、
揺
ら
ぎ
に
応
じ
て
原
子
結
合
状
態
が
変
化

す
る
こ
と
で
強
度
物
性
な
ど
様
々
な
物
理
化
学

特
性
が
変
化
す
る
こ
と
を
実
証
し
、
も
の
創
り

に
お
け
る
原
子
結
合
規
則
性
制
御
の
重
要
性
を

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
性

能
の
揺
ら
ぎ
要
因
と
な
る
歪
み
の
制
御
を
目
的

に
、
シ
リ
コ
ン
結
晶
の
ピ
エ
ゾ
抵
抗
効
果
を
応

用
し
た
三
次
元
歪
み
分
布
検
出
セ
ン
サ
を
開
発

し
、
各
種
半
導
体
メ
モ
リ
や
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

の
特
性
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
や
高
信
頼
三
次

元
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
設
計
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
成
果
で
あ
る
微
細
バ
ン
プ
接
続
構
造

の
局
所
歪
み
制
御
技
術
は
、
高
速
大
容
量
信
号

処
理
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
高
信
頼
化
に
貢
献
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
歪
み
を
活
用
し
た
物
性
制
御
、

新
機
能
発
現
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ま
れ
、

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
や
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
電

気
伝
導
特
性
が
歪
み
の
作
用
に
よ
り
複
雑
に
変

化
す
る
こ
と
を
利
用
し
、
負
荷
歪
み
を
制
御
す

る
こ
と
で
従
来
比
約
1
0
0
倍
の
光
誘
起
電
流

発
電
デ
バ
イ
ス
や
超
高
感
度
ガ
ス
検
出
セ
ン
サ

な
ど
の
試
作
に
成
功
し
、
次
世
代
グ
リ
ー
ン
技

術
の
各
種
セ
ン
サ
、
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
設
計
基

盤
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
業
績

に
対
し
、
平
成
26
年
に
は
日
本
機
械
学
会
材
料

力
学
部
門
業
績
賞
、
平
成
29
年
に
は
科
学
技
術

分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
科
学
技
術
賞
研

究
部
門
）
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
米
国
機
械
学

会
（
A
S
M
E
）、
米
国
電
気
電
子
学
会

（
I
E
E
E
）
ほ
か
国
内
外
の
学
会
か
ら
多
数

の
論
文
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
浦
先
生
は
、
材
料
強
度
科
学
・
信
頼
性
分

野
に
お
い
て
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
熱
心
な
教
育
と
丁
寧
な
研
究
指
導

に
よ
り
多
く
の
研
究
者
お
よ
び
技
術
者
を
養
成

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
系
の
発
展
に
も
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
30
年
度
の
10
年
間
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
科

学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
先
端
材
料
強
度
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も

に
、
平
成
24
年
度
か
ら
4
年
間
大
学
院
機
械
系

系
長
、
主
任
専
攻
長
、
平
成
24
年
度
か
ら
2
年

間
及
び
平
成
27
年
度
に
機
械
知
能
・
航
空
工
学

科
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
学

科
研
究
科
の
7
コ
ー
ス
、4
専
攻
体
制
の
構
築
、

国
際
機
械
工
学
コ
ー
ス
運
営
基
盤
の
確
立
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
完
全Q

uarter

制
の
実
現
な
ど

は
三
浦
先
生
が
主
導
さ
れ
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
教
育
成
果
に
対
し
て

平
成
26
年
に
は
日
本
工
学
教
育
業
績
賞
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
学
外
に
お
い
て
は

A
S
M
E
半
導
体
実
装
国
際
会
議
の
副
実
行
委

員
長
、
科
学
技
術
振
興
機
構
原
子
力
シ
ス
テ
ム

研
究
開
発
特
別
推
進
分
野
審
査
委
員
長
、
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
学
会
理
事
、
機
械
学
会
東

北
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
国
内
外
の
材
料
強

度
科
学
・
信
頼
性
分
野
に
お
け
る
教
育
・
研
究

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
講
義
は
令
和
6
年
2
月
22
日

（
木
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
機
械
系
第

1
講
義
室
で
の
対
面
の
最
終
講
義
と
同
時
配
信

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
三
浦
先
生
の
教
育
・
研
究
の
集
大
成

と
な
る
貴
重
な
ご
講
演
と
な
り
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

三
浦
英
生
教
授
最
終
講
義
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同
期
会
報
告

同
期
会
報
告

「 

”ア
オ
ハ
ル
＝
青
春
“か
ら
半
世
紀
、
今
な

お 

”朱
夏
“真
っ
只
中
の
強
者
た
ち
！
」

副
題:

「
機
械
工
学
47
卒
業
50
周
年
記
念
同

窓
会
に
て
」

機
械
工
学
47
卒
50
年
同
窓
会
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
災
禍
に
て
延
期
し
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
19
日
横
浜
中
華
街
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
ご
報
告
で
す
。

同
会
総
勢
17
名
参
加
に
て
、
そ
れ
は
、
以
下

の
ご
と
く
、
強
者
揃
い
で
す
。

＊
学
究
肌
組
の
強
者
の
経
歴
と
し
て

・ 

ト
ン
ペ
イ
に
て
機
械
工
学
主
任
教
授
と
し

て
大
学
に
貢
献
、硬
式
テ
ニ
ス
を
愛
す
る
、

我
が
同
窓
の
キ
ー
マ
ン
！

・ 

ト
ン
ペ
イ
か
ら
岩
手
大
学
へ
転
じ
、
そ
の

豊
か
な
人
間
力
か
ら
学
長
を
務
め
活
躍
！

＊
企
業
組
の
強
者
の
経
歴
と
し
て

・ 

I
H
I
に
て
、
造
船
王
国
ニ
ッ
ポ
ン
商
船

建
造
で
活
躍
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
海
外
に
て
も
奮
闘
！

・ 

I
H
I
に
て
、
艦
艇
建
造
で
活
躍
、
ま
た
、

熱
烈
な
国
技
大
相
撲
推
シ
！

・ 

川
重
に
て
、
原
動
機
事
業
拡
大
に
貢
献
、

登
山
＆
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
愛
好
家
！

・ 

住
重
に
て
、シ
ー
ル
ド
工
法
事
業
で
活
躍
、

ゴ
ル
フ
で
は
豪
打
の
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
、

家
庭
で
は
愛
妻
家
！

・ 

ト
ヨ
タ
に
て
、豊
田
章
一
郎
の
経
営
決
断
・

号
令
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
プ
リ
ウ
ス
開
発

に
て
多
大
な
貢
献
！

　

 　

な
お
、
豊
田
章
一
郎
の
経
営
決
断
は
、

取
締
役
全
員
の
従
来
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
な
ど
内
燃
機
関
の
さ
ら
な
る
改
良
で
行

く
と
の
意
見
を
押
し
切
っ
た
ま
さ
に
英

断
！！

・ 

ホ
ン
ダ
に
て
、新
車
開
発
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、

工
場
経
験
な
く
も
、
社
命
に
て
欧
州
生
産

に
身
を
投
じ
重
責
を
全
う
！

・  

日
産
に
て
、
世
界
戦
略
で
南
ア
に
赴
任

な
ど
で
活
躍
、
ワ
イ
ン
通
＆
ウ
イ
ス
キ
ー

通
に
て
一
家
言
あ
り
！

・ 

日
野
に
て
、
日
本
の
物
流
を
支
え
る
ト

ラ
ッ
ク
事
業
で
活
躍
、ス
キ
ー
が
大
好
き
、

日
本
最
高
所
露
天
風
呂
経
験
！

・ 

三
菱
電
機
に
て
、
広
大
な
宇
宙
を
視
野
の

衛
星
開
発
で
活
躍
！

・ 

東
芝
・
N
E
D
O
・
新
日
本
空
調
・
岡
山

大
学
と
転
じ
て
、
常
に
異
彩
を
放
つ
！

・ 

東
芝
に
て
、  

火
力
発
電
タ
ー
ビ
ン
補
修

補
強
設
計
で
活
躍
、
ギ
タ
ー
の
腕
前
セ
ミ

プ
ロ
級
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
演
奏
旅

行
も
！

・ 

J
R
に
て
、
鉄
研
・
海
外
展
開
な
ど
で
活

躍
、
ソ
ロ
＆
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
も

活
躍
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
も
！

・ 

J
R
に
て
、
鉄
研
・
工
場
で
活
躍
、
ゴ
ル

フ
・
フ
ル
ー
ト
・
社
交
ダ
ン
ス
と
趣
味
も

多
彩
！

・ 

祖
父
創
立
1
0
0
年
越
え
エ
ア
ツ
ー
ル
会

社
三
代
目
経
営
者
と
し
て
、
安
定
成
長
を

実
現
、
今
も
現
役
、
さ
ら
に
軟
式
テ
ニ
ス

日
本
一
を
目
指
す
！

そ
し
て
、
こ
の
機
械
工
学
47
卒
同
窓
の
強
者

た
ち
の
末
席
の
筆
者
は
、造
船
王
国
ニ
ッ
ポ
ン
、

寄
ら
ば
大
樹
の
陰
か
ら
財
閥
系
造
船
会
社
に
就

職
。商

船
の
基
本
設
計
機
関
艤
装
と
し
て
、
タ
ー

ビ
ン
タ
ン
カ
ー
全
盛
に
て
、
過
熱
高
圧
蒸
気
シ

ス
テ
ム
の
ラ
ン
キ
ン
サ
イ
ク
ル
、 ”T
R
Y 

& 

E
R
R
O
R
“
の
ヒ
ー
ト
バ
ラ
ン
ス
計
算
で

は
、
い
っ
ぱ
し
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
気
分
に
な
っ
た

も
の
の
、
抗
う
こ
と
で
き
ぬ
造
船
構
造
不
況
。

や
む
な
く
、
ソ
ニ
ー
に
企
画
管
理
と
し
て
転

じ
、
V
A
I
O
に
て
、
I
T
を
学
び
つ
つ
、
品

質
改
革
で
貢
献
な
ど
の
業
務
。

さ
ら
に
、
医
療
系
企
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
内

部
統
制
推
進
で
、
業
務
改
革
で
貢
献
の
流
転
の

半
世
紀
で
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
当
日
は
、
現
役
を
退
い
て
数
年
経
つ

も
の
の
、
大
盛
り
上
が
り
、
山
下
公
園
近
く
の

バ
ー
で
の
二
次
会
で
も
、

そ
の
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
、
ま
さ
に
、
今
な
お

”朱
夏
“
真
っ
只
中
の
強
者
た
ち
の
同
窓
会
で

あ
り
ま
し
た
。

栗
原　
和
明

（
機
械
工
学
科
47
年
卒
）

機
械
47
年
卒
同
期
会
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令
和
5
年
11
月
9
日
・
10
日
、
第
四
回
同
期

会
を
草
津
温
泉
で
開
催
し
ま
し
た
。

5
年
前
の
同
窓
会
で
、
次
回
は
2
年
後
に
群

馬
県
伊
香
保
温
泉
で
行
う
約
束
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
に
延
期
が
重
な
り
や
っ

と
下
火
に
な
っ
た
昨
年
秋
に
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

群
馬
在
住
の
3
名
（
新
井
、
小
山
、
中
澤
）

が
幹
事
と
な
り
、
6
回
程
の
幹
事
会
を
高
崎
駅

前
の
居
酒
屋
で
開
催
し
次
の
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。①  

開
催
場
所
は
伊
香
保
温
泉
か
ら
日
本
三

大
名
湯
の
一
つ
で
あ
る
草
津
温
泉
に
変

更
す
る
。

②  

ホ
テ
ル
は
湯
畑
に
面
し
て
、「
い
の
一
番

に
温
泉
を
引
い
た
」
と
い
う
ホ
テ
ル
一

井
と
す
る
。

③  

二
日
目
は
観
光
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
鬼
押
出
し
、
白
糸
の
滝
、
軽
井
沢
に

向
か
う
。

当
日
は
上
野
発
草
津
口
行
き
の
特
急
に
乗
り

合
わ
せ
仲
間
を
見
つ
け
る
と
早
く
も
宴
会
の
始

ま
り
で
す
。
4
時
前
に
は
ホ
テ
ル
に
着
き
、
6

時
半
の
宴
会
開
始
ま
で
各
自
温
泉
に
入
っ
た
り

湯
畑
散
策
や
湯
も
み
を
見
学
し
た
り
と
の
ん
び

り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

6
時
半
よ
り
待
ち
に
待
っ
た
1
次
会
の
開

催
。
今
回
の
参
加
は
斎
藤
智
之
さ
ん
ご
夫
婦
も

入
れ
て
総
勢
18
名
で
し
た
。
5
年
ぶ
り
の
同
窓

会
と
い
う
こ
と
で
各
自
よ
り
近
況
報
告
を
し
、

最
初
に
斎
藤
（
智
）
さ
ん
、
隅
田
さ
ん
に
よ
る

中
国
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
旅
の
話
で
盛
り
上
が

精
密
五
十
二
年
卒
同
期
会
（
第
四
回
）

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
近
況
報
告
に
聞
き
入
っ
て

お
酒
の
方
は
そ
こ
そ
こ
で
し
た
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
予
定
時
間
を
経
過
、
最
後
は
、
恒
例
の

「
青
葉
も
ゆ
る
」
を
謳
っ
て
中
締
め
と
し
ま
し

た
。2

次
会
は
、
十
畳
の
部
屋
に
群
馬
、
茨
城
、

大
阪
、
宮
城
と
各
地
か
ら
持
ち
込
ん
だ
銘
酒
と

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
を
囲
ん
で
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
中
で
も
話
題
の
中
心
は
学
生
時

代
の
こ
と
で
し
た
。
合
ハ
イ
に
行
っ
た
こ
と
や

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
こ
と
な
ど
で
し

た
。
70
歳
を
過
ぎ
た
オ
ジ
サ
ン
た
ち
で
も
青
春

時
代
の
熱
い
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で

す
。二

日
目
は
仕
事
で
帰
る
人
、
車
で
来
た
人
達

5
名
と
別
れ
て
13
名
が
バ
ス
で
鬼
押
出
し
、
白

糸
の
滝
、
軽
井
沢
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
雄
大

な
浅
間
山
の
麓
の
鬼
押
出
し
で
は
傘
を
さ
し
て

の
散
策
で
し
た
。
最
後
は
地
下
水
が
岩
肌
か
ら

絹
糸
状
に
湧
き
出
る
白
糸
の
滝
を
見
学
し
、
軽

井
沢
駅
に
て
二
年
後
の
同
窓
会
で
の
再
会
を
期

し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
精
密
52
卒
の
皆
様
の
ご
健
康
と
楽

し
い
人
生
、
そ
し
て
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会

の
更
な
る
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。中

澤　
健
治

（
精
密
工
学
科
52
年
卒
）

藤沢一雅

▲

後
列
（
左
か
ら
）　

斎
藤
夫
人
、
新
井
保
弘
、
山
本
峰
生
、

嶋
岡
利
明
、
大
崎
弘
志
、
鳥
居
高
志
、
小
山
達
也
、
斎
藤
幹
夫

前
列
（
左
か
ら
）　

斎
藤
智
之
、
上
浜　

清
、
関
口
幸
善
、

村
下　
達
、山
岸
憲
一
、田
村
恵
一
、村
木
由
之
介
、中
澤
健
治
、

隅
田
康
夫

同
期
会
報
告
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総
会
・
特
別
講
演
会
の
ご
案
内

第 28期（令和 5年度）東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内
拝　啓
　春寒の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　東北大学機械系同窓会の活動に対しては日頃よりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度 第 28 期（令和 5 年度）通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催（予定）いたしますので、
皆様お誘い合わせの上ご参加下さいますよう御案内申し上げます。
　なお、今回は昨年のハイブリッド開催から対面開催のみに変更させていただくこととなりました。
　皆様に直接お会いできることを心より楽しみにしております。何卒、ご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。 敬　具

記
日　時 : 2024 年 5 月 18 日（土）
会　場 : 東北大学工学部中央棟 2 階大会議室
　　　　（青葉山東キャンパス センタースクエア内）
　　　　〒 980-8579　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-04
次　第 : 14 : 00-14 : 30　通常総会
　　　　14 : 40-15 : 40　特別講演会
　　　　　　題　目 : サブオービタルスペースプレーンの開発
　　　　　　　　　　　～　大学発ベンチャーの挑戦　～ 
　　　　　　講　師 : 米本　浩一 氏（機械 52 年 ）
　　　　　　　　　　 東京理科大学発ベンチャー　SPACE WALKER　取締役 CTO
　　　　　　　　　　 元 東京理科大学　創域理工学部　機械航空宇宙工学科　教授
　　　　16 : 00-17 : 30　交流会
　　　　　　　　　　 参加費　5,000 円

特別講演会 （14 : 40-15 : 40）
「 サブオービタルスペースプレーンの開発 ～　大学発ベンチャーの挑戦　～ 」
講　師 : 米本　浩一 氏（機械 52年）
　　東京理科大学発ベンチャー　SPACE WALKER　取締役 CTO
　　元 東京理科大学　創域理工学部　機械航空宇宙工学科　教授

要　旨 :
　東京理科大学スタートアップ SPACE WALKER は、“Space travel is no longer a dream!”をスローガ
ンに、日本の航空宇宙および非航空宇宙系企業とパートナーシップを締結し、海外の研究機関や事業者等と
連携した産官学体制で、2028 年に無重量科学実験や小型衛星打ち上げ用無人サブスペースプレーン Fu-
Jin/RaiJin の初飛行、2030 年には宇宙旅行を目的とする有人サブオービタルスペースプレーン NagaTo-
mo の初飛行を目指しています。本講演では、研究開発のルーツや現状に加えて、大学先端研究の役割、日
本が目指すべき宇宙開発についてご議論させて戴きたく思います。

※　出欠の連絡を同封の葉書にて、2024 年 4 月 30 日（火）までにご返信下さい。

連絡先：東北大学機械系同窓会事務局　武井康子（月・金　9：30 ～ 17：30、水　9：30 ～ 16：30 ）
　　　　Tel/Fax：022-795-6926
　　　　e-mail：alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp 
　　　　https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/

仙台駅から会場へのアクセスは、
同封の第 28 期（令和 5 年度）東北大学機
械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内
をご覧ください。
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編
集
後
記

編 

集 

後 

記

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
29
号
を
発
行
い
た
し
ま
し

た
。
中
橋
和
博
名
誉
教
授
が
瑞
宝
重
光
章
を
受

章
し
ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
大
林
茂
教
授
に
執

筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
で
す
。
受
章
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第

6
回
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
も
の
づ
く
り
技
術
と

教
育
」
で
、
準
備
・
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
常
任
理
事
の
田
沼
唯
士
氏
（
機
械
53
年
卒
）

か
ら
、
開
催
内
容
の
概
要
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
同
窓
会
活
動
の
中
心
に
位
置
付
け

ら
れ
る
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
産
学
間
交

流
、
異
業
種
交
流
、
世
代
間
交
流
に
繋
が
る
貴

重
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
よ
り
多
く
の
会
員
が
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
支
部
開

設
促
進
委
員
会
が
昨
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し

て
、
今
後
の
同
窓
会
の
た
め
真
摯
な
議
論
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
長
を
担
当
し
て
い
る

熊
谷
則
道
副
会
長
（
機
械
第
二
49
年
卒
）
か
ら

今
年
度
の
価
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
機

械
系
の
近
況
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
報
告
、
長
期
出
張
者
か
ら
の
体
験
記
、
機

械
系
同
窓
会
活
動
の
概
要
報
告
、
特
に
1
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
報
告
、
新
た
に
着
任
し
た
13
名
の
教
員

か
ら
紹
介
の
挨
拶
、
代
表
学
生
会
員
の
紹
介
と

続
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
ご
退
職
さ
れ
る

三
浦
英
生
教
授
の
最
終
講
義
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
機
械
系
に
お
い
て
長
年
に
わ
た

り
研
究
・
教
育
な
ら
び
に
管
理
・
運
営
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
き
ま
し
た
。
私
か
ら
も
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
機
械
47
年
卒

同
期
会
、
精
密
52
年
卒
同
期
会
の
開
催
報
告
に

な
り
ま
す
。
多
方
面
に
わ
た
っ
て
、
機
械
系
同

窓
生
の
み
な
ら
ず
、
機
械
系
教
員
が
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を

通
し
て
皆
様
に
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
回
の

29
号
は
、
幹
事
の
山
本
剛
准
教
授
が
編
集
を
担

当
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
の
編
集
作
業
、
た

い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
一
つ
お
詫
び
が
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
を
委

託
し
て
い
る
業
者
の
都
合
で
送
料
が
値
上
げ
さ

れ
、
か
つ
送
付
方
法
が
変
更
に
な
る
予
定
で
あ

り
、
2
月
中
旬
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
は
そ
の
確
定
後
に
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
発
送
が

例
年
に
比
べ
て
大
幅
に
遅
れ
ま
す
。
特
に
、
三

浦
英
生
教
授
の
最
終
講
義
に
は
発
送
が
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
三
浦
先
生
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、何
卒
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
は
、
発
送
先
を
把
握
し
て

い
る
会
員
す
べ
て
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
前
号

の
28
号
は
、
発
行
部
数
約
1
万
部
、
印
刷
費
約

67
万
円
、
発
送
費
約
1
5
7
万
円
で
し
た
。

今
後
、
郵
便
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
な
ど
も
年

内
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
印
刷
費
も
確
実

に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
現
在
の

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
窓
会
運
営
が
持
続
可
能
に
な
る
た
め

に
は
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
が
お
手
元
に
届
い
て

い
る
Ｏ
Ｂ
会
員
皆
様
か
ら
の
会
費
納
入
が
不
可

欠
で
す
。
何
卒
会
費
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
な
お
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
が
不
要
な
場
合

に
は
、同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

常
任
理
事
会
で
は
現
在
、
機
械
系
同
窓
会
の

運
営
を
来
期
か
ら
抜
本
的
に
改
め
る
改
正
案
の

作
成
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
会
員

皆
様
か
ら
同
窓
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。機

械
系
同
窓
会
代
表
幹
事

山
本　
　
悟

（
機
械
工
学
科
59
年
卒
）
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29 号の表紙　Nanoテラス
（写真提供 :国立大学法人東北大学 研究推進部ナノテラス共創推進課）

■同窓会事務局
月・金　9:30～17:30　水　9:30～16:30
Tel/FAX : 022-795-6926
E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

会費納入方法
■　郵便局（ATM）での会費納入
　同封のバーコード無の払込取扱票を使用ください。年会費（複数年）及び総会参加費の納
入が可能です。
■　コンビニエンスストアでの会費納入
　年会費 1 年分のみには、バーコード付きの払込取扱票を用いてコンビニエンスストアにて
ご納入ください。なお、記載されている金額の修正をされますとコンビニエンスストアでの
取り扱いがきませんのでご注意ください。
■　オンラインでの会費納入　
　下記の同窓会ホームページより、クレジットカードによる会費納入が可能です。

　　　　　　　　　　 東北大学機械系同窓会ホームページ　
　　　　　　　　　　 https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/　 

■　ネットバンキングでの会費納入
　ゆうちょ銀行や他行からのネットバンキングにおいて下記口座より、会費納入が可能です。
誠に申し訳ありませんが振込手数料はご負担いただきたくよろしくお願いいたします。
　ゆうちょ銀行　229 店　当座 0011176

　皆様からご納入いただきました会費は、下記の同窓会活動に役立てております。
　●総会、各種講演会の開催
　●同窓会誌の発行（年 1 回）、ニュースの発行（年 1 回）と送付
　●同期会開催の支援、研究室見学の支援
　●在学生への各種支援
　●在学生との交流促進
　今後とも、会費納入にご協力くださいますようお願いいたします。

◎ニュースの原稿を募集しています。
　同期会報告がございましたら、ぜひともご投稿くださ

い。400 字詰め原稿用紙約 1 ～ 2 枚程度、記念写真
一葉と一緒に郵送ください。電子データ（メール、CD
等）でお送り頂けると助かります。

　（送り先）〒980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部　機械知能・航空工学科内
　東北大学機械系同窓会事務局 
　Tel/Fax 022-795-6926
　E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

◎ 住所変更の場合、新住所をお知らせ下さい。
◎ 同期会の開催を支援します
　同期会等の開催を支援致します。開催計画がお決まり

になりましたら機械系同窓会事務局までご相談下さい。
　研究室見学をご希望、ご案内状の送付等できる限りの

お手伝いをいたします。
◎ 機械系同窓会の会員数・・・現在 16,514 名
　年会費・・・・・・・・・・2,000 円
　事務局業務日時 :
　月・金 9:30 ～ 17:30、水 9:30 ～ 16:30
　FAX・メールは随時受け付け可能です。

事 務 局 便 り

学生支援に 
関するご報告

機械系同窓会では、現役
学 生 に 対 し 以 下 の 支 援 を
行っております。

・ 工明会運動会における機
械系学生

・ 機械系女子学生交流会
・ 大学院生主催謝恩祝賀会
・ 機械系卒業生との交流会

として機械系オープン
フェスティバルを開催

この場をお借りし、現役
学生に対する多大なるご支
援に対し会員の皆様に厚く
御礼申し上げます。

事
務
局
便
り
／
会
費
納
入
に
つ
い
て

学
生
支
援
に
関
す
る
ご
報
告


